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メタボ・ガンなどを引き起こす「加齢加速タンパク質」抑制を示唆する食材として

軽運動と同等の、生活習慣病予防効果も示唆。
再春館製薬所、「不知火菊」の新たな可能性を発見

■過剰に増えるとメタボやシワにつながる「老化加速」の性質を持つタンパク質と、抑制

する”幻の花”「不知火菊」の存在

取りまく環境に変化があっても、人体には常に体内環境を快適な一定状態に保とうとする、「恒常性の

維持」という機能が備わっています。その機能に関与する重要なタンパク質の一つ「アンジオポエチン様

因子2（Angptl2）」は、本来必要なものですが、体内で過剰に増えることで慢性炎症を引き起こし、「メ

タボ」「糖尿病」といった生活習慣病やガンなどの様々な病気の原因になるといわれ、近年、医学領域で

は注目を集めています。

しかも、一見相関性のなさそうな「シワ・シミ」といった皮膚老化も、同じタンパク質の過剰な働きが

原因という事実が、再春館製薬所と熊本大学（熊本大学大学院生命科学研究部）との共同研究で世界初の

研究成果として公表されてきました。

基礎化粧品「ドモホルンリンクル」や機能性表示食品「歩みのゼリー」などを製造・販売す

る株式会社再春館製薬所（本社：熊本県上益城郡益城町、代表取締役CEO：西川正明、以下再

春館製薬所）は、熊本県不知火地方の固有種「不知火菊（しらぬいぎく）」の摂取で、「メタ

ボリックシンドロームや糖尿病」などの生活習慣病の原因となるタンパク質を抑制する効果が

あることを発見。以前より再春館製薬所が研究を進める「皮膚老化への打ち手」という皮膚科

学の分野に加え、「生活習慣病の予防と健康寿命を保つ有効な手段」としての、不知火菊の新

たな可能性が示唆されました。

本研究の一部の成果は、2024年5月31日～6月2日に熊本にて開催した第24回日本抗加齢医

学会総会にて発表されたものです。



再春館製薬所では、この「老化加速」の性質を持つタンパク質「アンジオポエチン様因子2

（Angptl2）」を「加齢加速タンパク質（ANL）」と名付け、その働きを抑制する植物を国内

外から探求。400を超える候補の中から出合った素材が、熊本県不知火地方の固有種「不知火

菊」です。不知火地方でしか生息できず、地元で健康茶として飲まれるためだけに農地の片隅

でひっそりと育てられ、当時は学名すら持たないまま伝承されてきたこの菊は、まさに"幻の

花"。再春館製薬所は、不知火菊から単離した成分を「同タンパク質を80％抑制する有効成

分」として特定し、2023年には特許も取得しています。

その稀少性の高さから、再春館製薬所は原料としての不知火菊を確保するため、地域農家と

協業し、栽培を開始。現在では持続可能な生産体制を整え、地域の雇用創出にもつながってい

ます。

この度明らかになった本研究は、これまでの知見を応用し、肌だけでなく「食べる」ことで

も「加齢加速タンパク質」の抑制効果があることを発見し、生活習慣病への有効な手段となる

可能性を明らかにしたものです。

不知火菊を摂取することで、軽運動と同等の「加齢加速タンパク質」抑制効果を実証

健康な男女の被験者を以下の3群もしくは2群に分け、3か月の試験を実施。

①不知火菊抽出物（不知火菊サプリメント）200 mg/日を摂取する（不知火菊群）

②筋肉トレーニング5分 (3.5 METs)＋ウォーキング20分 (3.0 METs)＋食事指導を行う（運動介入群）

③通常の生活を送る（非介入群）

摂取開始前と12週間後に採血を行い、血中Angptl2（加齢加速タンパク質）濃度と糖代謝・脂質代謝に関

わる項目などの検査を実施。

試験結果

不知火菊を摂取した人（不知火菊群）と運動をした人（運動介入群）は、

普通の生活を送る人（非介入群）に比べて血中Angptl2濃度が減少

試験の結果、「普通の生活を送る人（非介入群）」に比べ、「不知火菊のサプリメントを摂取した人

（不知火菊群）」と「運動をした人（運動介入群）」は血中Angptl2（加齢加速タンパク質）濃度が下がり、

不知火菊を摂取することで、「加齢加速タンパク質」に対して「軽運動と同等の抑制効果」があることを

確認。運動を伴わず不知火菊を摂取することで、生活習慣病に対する有効な手段になり得る可能性が示さ

れました。



■「明日が楽しみになる」ための老化研究を

再春館製薬所は、自然・人・社会の循環を目指す、「自然とつながり、人とつながる明日

を」というビジョンを掲げ、お客様の「いくつになっても明日が楽しみ」を実現するための老

化のメカニズム研究と解明を続けています。今回の試験結果を活かした不知火菊の有用成分の

応用により、なお一層「人生100年時代」で重要な役割を果たす「健康寿命」にも寄与できる

可能性を追求してまいります。機能性表示食品などへの応用、そして再春館製薬所の最新研究

にも、どうぞご期待ください。

ドモホルンリンクル

「年齢に負けない肌をつくりたい」という想いを込めた名前のとおり、“肌の曲がり角”とされる20代後

半くらいから急激に落ち始める肌体⼒に着目し、肌表⾯から⾜りないものを与えるだけではなく、肌悩み

の根本にアプローチする漢方理念のスキンケア。自然界の逞しい生命⼒に着目し、肌が本来持つ⼒を活か

す設計で、ゆらぎにくさを兼ね備えた肌に。

本件に関するお問い合わせ
株式会社 再春館製薬所 本社：熊本県上益城郡益城町寺中1363-1  
東京オフィス ブランドコミュニケーション部 渡邉 TEL：080-4135-4514  (担当直通）
MAIL：ayumi.watanabe@saishunkan.co.jp TEL：096-289-4444（代表） FAX：096-289-6000 
WEB：https://www.saishunkan.co.jp/

歩みのゼリー［機能性表示食品］

年齢とともに低下する脚の筋⼒に作用して、中高年の歩行能⼒向上をサポートするとともに、日常のエ

ネルギー代謝においてお腹まわりの脂肪を消費・減少し、しなやかな体づくりをサポートします。機能性

関与成分「ブラックジンジャー由来ポリメトキシフラボン」とともに、再春館製薬所だけの希少な独自原

料や、筋肉の素材そのもののアミノ酸をサポート成分として配合。あらゆる角度からアクティブで軽やか

な体づくりを目指す、効率的な「歩く⼒」対策です。

■製品紹介


